





Problems and Issues on the Introduction of the Compulsory Learning of the Traditional 






























































































柔道（%） 剣道（%） 柔道（%） 剣道（%） 柔道＋剣道（%）
北海道 64.0 27.8 64.1 28.4 92.5
青森県 83.8 19.2 79.9 21.3 101.2
岩手県 82.1 24.0 83.7 15.2 98.9
宮城県 81.5 31.0 69.0 35.2 104.2
秋田県 94.5 3.9 96.7 5.8 102.5
山形県 89.1 8.4 99.0 1.0 100.0
福島県 55.3 35.0 51.5 44.1 95.6
茨城県 82.3 23.7 82.7 25.5 108.2
栃木県 — — 33.0 65.4 98.4
群馬県 88.4 12.1 90.6 8.2 98.8
埼玉県 76.6 33.8 78.0 30.9 108.9
千葉県 — — 61.0 50.6 111.6
東京都 78.4 16.0 76.7 — 76.7
神奈川県 75.3 31.5 76.5 35.2 111.7
新潟県 73.5 15.8 89.9 12.7 102.6
富山県 85.2 24.7 85.2 24.7 109.9
石川県 80.6 21.5 81.1 18.9 100.0
福井県 42.0 61.0 46.1 61.8 107.9
山梨県 65.6 14.6 79.0 12.0 91.0
長野県 32.8 73.0 22.8 73.0 95.8
岐阜県 10.1 89.9 9.6 94.7 104.3
静岡県 75.8 24.2 68.3 23.3 91.6
愛知県 50.5 56.1 49.5 66.4 115.9
三重県 45.5 42.5 36.6 54.3 90.9
滋賀県 66.1 21.7 77.2 32.7 109.9
京都府 86.8 5.0 96.0 5.1 101.1
大阪府 61.0 34.0 55.0 50.2 105.2
兵庫県 63.4 49.2 66.6 38.3 104.9
奈良県 49.1 42.0 48.1 47.1 95.2
和歌山県 44.0 44.8 43.7 46.7 90.4
鳥取県 67.1 21.4 63.9 30.6 94.5
島根県 86.0 13.0 85.2 11.1 96.3
岡山県 50.0 42.0 55.3 28.9 84.2
広島県 96.3 84.0 46.6 51.7 98.3
山口県 86.0 12.2 83.6 18.2 101.8
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徳島県 26.7 59.3 23.3 65.1 88.4
香川県 62.5 55.6 61.1 61.1 122.2
愛媛県 51.0 39.0 46.3 47.7 94.0
高知県 22.8 82.4 20.4 68.5 88.9
福岡県 68.2 42.1 64.8 42.3 107.1
佐賀県 27.4 69.6 29.7 75.8 105.5
長崎県 77.2 8.9 83.4 19.9 103.3
熊本県 63.8 40.1 64.8 39.1 103.9
大分県 57.5 34.0 56.6 38.0 94.6
宮崎県 71.0 24.0 71.3 25.7 97.0
鹿児島県 73.5 32.7 69.5 33.5 103.0
沖縄県 9.7 6.5 8.3 5.7 14.0




府県名 剣道（%） 都府県名 柔道（%）
1 岐阜県 94.7 1 山形県 99.0
2 佐賀県 75.8 2 秋田県 96.7
3 長野県 73.0 3 京都府 96.0
4 高知県 68.5 4 群馬県 90.6
5 愛知県 66.4 5 新潟県 89.9
6 栃木県 65.4 6 富山県 85.2
7 徳島県 65.1 7 島根県 85.2
8 福井県 61.8 8 岩手県 83.7
9 香川県 61.1 9 山口県 83.6
10 三重県 54.3 10 長崎県 83.4
11 広島県 51.7 11 茨城県 82.7
12 千葉県 50.6 12 石川県 81.1
13 大阪府 50.2 13 青森県 79.9


































































































































































































































柔道 0.68 0.43 0.38
剣道 0.14 0.16 0.14
弓道 0.06 0.00 0.11
相撲 0.3 0.34 0.25
空手 0.13 0.04 0.03
合気道 0.00 0.00 0.00
なぎなた 0.04 0.05 0.02
（文献　三藤（2015）より）
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と指導状況の関連についても調べ、正採用教員と
しての勤務年数が1年未満の先生による授業では
けがの発生がなかったのに対して、勤務年数が1年
以上6年未満までの教員による授業でけがの発生
が最も多かったと興味ある報告をしている25）。この
一つの原因として、1年目では教師と生徒との関係
が築けていなくて、生徒が訴えようとしたができな
かったという可能性も考えられる。同じ調査の中で、
授業内容とけがの関連では、最初は防具を着けず
に基本を行い、その後に試合を行うという剣道の
一般的な流れの授業ではけがは起こりにくいが、
それに剣道遊びの要素を加えた場合、あるいは基
本動作の導入なしで試合を行う場合などに起こり
やすいとも報告している。授業におけるけがについ
ての論文、報告はデータベ スーを除くと、ほとんど
発表されていないので、今後さらに研究を深める必
要があると思われる。特に長野県の場合、剣道の
実施率が高いので県内中学校でのけがの状況を
詳しく調べる必要がある。
　平成17年以降の災害給付事例を集めているデー
タベ スー26）による全国調査では、剣道関係の事故
は30件あり、その中で、剣道授業中の重篤な事故と
しては、相手の竹刀による打突時に自分の竹刀が
耳にあたって聴力障害をきたした例（平成23年、高
校生）、素振りの練習時に他人の竹刀があたり、メ
ガネが割れ、顔にけがをした例（平成27年、中学
生）の2例がある。一方、部活での剣道での事故で
は、心臓系突然死4例（平成17年2例、平成22年1例、
平成23年1例）、熱中症死亡2例（平成21年、平成
23年各1例）、竹刀による視力聴力障害例などがあ
る。平成17年からの柔道による事故例は全体で112
件あり、そのうち中学校での柔道授業中の事故は8
件あり、死亡は1例で、死因は大血管系突然死だっ
た。
　剣道は柔道と比べると事故の頻度は少ないもの
の、データベ スーの事例から考えると竹刀の素振り
時にふざけて振り回したりしない、周囲との間隔を
十分にとって行うなどの注意が必要と考えられる。
また打突時には正確に打突部位を打つ、打突の受
け方などを注意する必要があると考えられる。その
ほか、竹刀のささくれは頻繁に起こり危険であるの
で、使う頻度は部活に比べ少ないものの授業にお
いても注意が必要である。カーボン竹刀も普及して
いるが値段が高いのが難点である。
　武道指導に限らないことであるが、現代のこど
もの体力低下が問題にされており、こどもの体力は
二極化しているとの報告や報道が多い。体のかた
さも同様で、体前屈で手が床にとどかない、膝の屈
伸でかかとが床につかないなどが指摘され、運動
器検診が導入される原因ともなっている。また、教
育現場ではいわゆる数値化できない体力低下の問
題があり、すぐに疲れたという子が多く、集会で
立っていられない、授業中頬杖を突く、きちんと背
中を伸ばして話を聞くことのできない等の生徒が
増加していると指摘されている27）。親よりも体格は
りっぱになったが、体力は劣り、個人差が大きいと
指摘されている28）。体の使い方が不適切で、なんで
もない状況で骨折などを起こすことも起こっている。
武道の動きは剣道の踏込などをはじめとして、現在
の中学生が幼小児期に遊びとして経験したことの
ない非日常的な動きが多いといわれ、そのため繰り
返して練習することが必要である。これからは、授
業の中でこどもの体の状況・状態に対処するため
の方法も必要になってくることが予想される。最近
では、コーディネーション運動が開発され、体作り、
筋肉と神経の回路作り、協調性機能の向上の3項目
からなる能力を鍛えることによって、うまく体を動か
せるようになるプログラムが学校現場に取り入れら
れ、実際に反射時間や運動能力が増した事例も報
告されて、研究によってこれからの武道の授業に取
り入れることが可能になると思われる29）。
6．熱中症
　平成2年から平成24年までの学校の管理下での
体育活動中の熱中症を調べた報告30）によると、熱
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中症死亡事故は80件で7月と8月にその85.0%が発
生している。場所別にみると運動場・校庭で45.0%、
屋内で23.8%の発生を見ている。平成24年度で熱
中症の競技別の医療費を見てみると、一人当たりの
平均値が最も高いのがラグビ （ー発生件数48件）
で、柔道が2番目（39件）で剣道は3番目（117件）で
ある。次にサッカ （ー388件）、野球（616件）と続く。
これらの競技では、熱中症が重症化する傾向があ
ることを示していると考えられる。死亡事故はこれ
らの種目で約8割を占めている。発生件数では、
もっとも多いのが野球で剣道は8番目、柔道は14番
目である。熱中症の症状としては、頭痛、吐き気、
しびれの順で多く、状態では倒れる、動けない、座
り込む、ふらつくなどの順で多い。
　熱中症の予防に関しては体育館・屋内運動場で
の熱中症は、発生全体の23.8%を占めていることか
ら、武道場や体育館など屋内で行われることが多
い武道の指導の際も十分注意する必要がある。熱
中症は、特別に暑いときだけに発生しているわけで
はなく、湿度や暑熱馴化、個人の条件（特に肥満
傾向の者は死亡事故の7割以上を占めている）など
にも注意する。武道種目では、柔道着は厚く、剣道
やなぎなたでは胴着に加えて、面、小手をつけて行
うため熱がこもりやすく、体感温度が上昇し、発汗
が亢進することもあり、熱中症が起きやすい状況
にあることを認識して、通風・換気・水分補給・運
動量・休憩など熱中症の予防に努める必要がある。
7．環境整備
　武道場設置の問題では文部科学省によると、全
体では、平成19年5月時点で、公立中学校10,150校
中武道場整備校4,769校、整備率47.0%、平成21年5
月の時点では公立中学校10,044校中武道場整備
校は4,800校で、整備率は47.8%、私立中学校745
校中、315校で整備率は42.3%であった。
　文部科学省は武道場の新築には半分の補助を
行って、武道場の整備促進を図ってきた。平成26年
から27年2月時点における日本武道館の全国武道館
実体調査では、中学校の武道館は6,228館である31）。
これはアンケ トー調査なので、データのない地域も
あり、実際はこれよりも多いと考えられる。平成21
年度と比較すると約1,000館増加し中学校全体の
約6割にあたる学校に武道場が設置されているこ
とになるが、平成21年度時点で計画していた平成
25年度末までに整備率70%を達成するという目標
には達していない。
　長野県は平成21年11月の時点で、公立中学校の
武道場の設置率は、192校中92校で47.9%と半数に
達せずほぼ全国平均と同じ整備率であった4）。長
野県教育委員会スポーツ課の最近の調査では、平
成28年5月の時点では、中学校での武道場の整備
率は公立中学校186校中53.7%、私立中学校で
28.6%である（私信）。
8．武道授業に対する生徒からの感想
　中学生からの感想は多くの報告がなされている。
授業開始前は多くの生徒が不安に感じているが、
授業後は、おおむね良好な感想が多い。始まる前
は痛い、怖いといった印象を持っていた生徒も、球
技などとは違った特有の動きを身に付けられ、礼儀
作法も身に付くといった声が多い。しかし、授業前
後でも剣道に対する印象が変わった生徒と変わら
なかった生徒の割合がほぼ同じであったり32）、武
道の授業が好きな生徒が50%いる反面、「きらい」、
「すきでも嫌いでもない」生徒の合計も49%程度
だったという報告もあり9）、短時間で剣道を含めた
武道を教えることの困難さも垣間見える。
9．大学剣道部員へのアンケート調査
　今回、大学の剣道部員にアンケ トーをとり、中学
生時代に必修で受けた剣道を含む武道の授業に
ついて質問した（表5）。剣道授業を受けた学生は
34名中16名だった。その他、柔道13、ダンス1、習わ
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なかった4名であった。剣道の授業ではほぼ全員が
防具をつけて授業を受けていた。指導者は16名と
もすべて保健体育の教師であったが、剣道の有段
者はそのうち5名であった。経験がなくても、熱心
に取り組んでいる授業は評価されていた。柔道で
も全員保健体育教師が行い、有段者7、段なし5、
不明1であった。剣道では、試合形式の授業と地稽
古はほぼ全員が行っていたが、日本剣道形を行っ
ている学校はわずかであった。技の種類では、面、
小手、胴の基本打ちはよく行われていた。基本技
の一つである切り返しを行っている学校はそれより
やや少なかった。応用技に属する、小手面（小手を
打って隙ができた面をすかさず打つ技）などの連
続技や後ろに引きながら技をだす引き技はわずか
だった。剣道の授業を受けた感想は「つまらなかっ
た」2、「ふつう」13、「面白かった」1と「ふつう」と
答えた者が一番多かった（図1）。剣道経験者また
は剣道部員として、授業を手伝わされる場合も多く、
そのため気疲れしたという意見もみられた。教える
のが勉強になったという感想や基本を見直す機会
になったという意見もあった。否定的な意見として
は、防具の着脱に時間がかかりすぎて、肝心の授
表5　大学生剣道部員への中学校でならった武道授業へのアンケ トー
中学校武道必修化についてのアンケ トー
１．	中学校ではどの武道をならいましたか？　　剣道　　柔道　　　空手　　　ダンス　
	 その他（　　　　　　　　　　　　）
２．	教えた先生は？　　　保健体育の先生（有段者、段なし）　　他の教科の先生（有段者、段なし）
	 外部からの指導者（具体的に　　　　　　　　　）
３．	剣道を習った人に聞きます。　　防具をつけましたか？　はい　いいえ
４．	剣道ではどのような技を習いましたか、あてはまるものに○　　切り返し　面　小手　胴
	 連続技（２段、３段）　引き技（面、小手、胴）　
	 応じ技（出小手、小手抜き面、小手払い面、抜き胴、
	 その他の応じ技　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	 その他の技（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
５．	剣道では地稽古形式の授業がありましたか？　　はい　いいえ
６．	剣道では試合形式の授業がありましたか？　　　はい　いいえ
７．		剣道では日本剣道形の練習がありましたか　　　はい　いいえ
８．	剣道の授業の感想はどうでしたか？　　　つまらなかった　　ふつう　　面白かった
	 それぞれを選んだ理由
９．		部活や道場での稽古と比較すると中学での剣道の授業はどうでしたか？　自由記述
10．	剣道以外を習った人に聞きます。習った種目とその感想（種目　　　　　　　　　　　　　　）
	 つまらなかった　　ふつう　　面白かった
	 それぞれを選んだ理由
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業内容がともなわなくて不満だったという意見も
あった。防具特に面の着脱は個人差があることは
大学の授業でも経験されるところである。全体的
にみると、剣道経験者として剣道の授業を受けるの
は、初心者も多いため、つまらないと感じることが
多いと思われた。対照的に、柔道の授業を受けた
学生は13名であったが、柔道の方は、感想として、
「つまらなかった」1、「ふつう」5、「おもしろかっ
た」6、感想の記載なし1と満足の方が多かった。こ
れは、普段行っていない種目なので、新鮮に感じた
のかもしれない。中には、受け身ばかりでつまらな
かったという意見もあった。剣道を部活や道場など
で経験している生徒にとっては、教える側に立つこ
とが多い中学での剣道の授業は興味を持てる内容
ではないといえる。
Ⅲ．まとめ、今後の課題
　a）	全国的に柔道の実施率がやや減少して、剣道
その他の武道の実施率が増加傾向にある。
　b）	長野県は剣道の実施率が特に高い県である
が、外部指導者にはあまり頼らずに教えてい
る。
　c）	全国的に武道場を持っている学校は増加して
おり、武道場の建設計画も進んでいる。
　d）	講習会、テキストが充実してきており、武道を
専門としない教員でも教えやすくなっている。
　e）	けがの割合は減少し、大きなけがは必修化
以後はないが、けがの種類については今後詳
しく調査する必要がある。
　f ）	保健体育の教員を目指す学生への武道指
導・教育を充実させ必修化に対応するのがこ
れからの課題の一つである。
　g）	武道を部活で行っている生徒のためには、複
数課目を受講できるように工夫し、地域の有
段者による指導を導入して、より高いレベルを
経験させ単なるお手伝いに終わらない配慮も
必要である。
図1．大学剣道部員の中学時代に習った武道授業に対する感想　(N=28)
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注
注1　	小手下とは小手の下に着用する手袋で汗を吸い
取るとともに、小手を長持ちさせる効果もある。
注2　	面下とは、ほおかぶりのような布で顔にかぶり汗
を吸い取り面に汗がつくのを防ぐ。
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